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阪神タイガース元監督　矢野燿大氏　講演会　続き…
「子どもたちに生きる喜びと夢を育むリーダーのあり方」
　　
  
9月の学校だよりで夏休みに出会うことができた3人の有名人・時の人ことを紹介しました。
その中で、一番、感銘を受けた矢野燿大氏のお話について、書き足りないことがたくさんあったので、今回は続きを紹介します。
矢野燿大氏は監督退任後は、少年野球の指導者としても日本中を回られています。指導の中では「成功か失敗か」ではなく、「成功か成長の途中か」という視点で、その時の良かった部分を言葉にして伝えているそうです。矢野元監督は、「できない」と限界を感じた時に、「もう1回」と挑戦を続ける諦めない気持ちをもたせることが大切だとし、次のように話していました。「心×行動＝結果」と捉えると、結果は変えられませんが、行動するときの気持ちを変えれば結果は変わってくるかもしれません。子どもの取り組む姿勢を変えさせることができれば、「そんなんムリ」から「できるかも」と気持ちの変化を起こすことができます。この「やる気をもたせる」ためには「その気にさせる」ことが大切です。そのために指導者は子どもには可能性があると信じ、「良いところに目を付ける」「悪いところは伸びしろである」との考え方で子どもに関わらなければなりません。
学校教育でもこの考え方は大いに当てはまります。特に、運動会練習が始まった今、指導へのヒントがたくさんあると感じました。
矢野燿大氏は阪神タイガースの２軍、１軍の監督時代、タイガースという学級の担任になったつもりで監督業をしていたということは前回の学校だよりでお伝えしました。プロ野球の選手になるという夢を叶えた人たちの集団を預かる指揮官ですが、プロ野球界で成功し、この仕事だけで人生を終えられる選手は、ほんの一握りしかいません。大半の選手は途中でプロ野球界を去り、別のセカンドキャリアを迎えます。矢野燿大氏は、そこにも対応できる力の育成を含めた指導をしていたそうです。全選手が「気持ちで負けました。」ではなく、「強気で行けました。」とコメントできるように、どのようにしたら現状に耐えてチャレンジをし続けられる気持ちを育てられるかを追求し、失敗した回数ではなく、失敗から起き上がった回数を重視していたそうです。それが、「超積極野球」へと繋がり、2018年度のウエスタンリーグチーム盗塁数１６３個という新記録を作りました。その年は、同時に盗塁失敗数もぶっちぎりで一番でした。しかし、監督として、失敗数が一番だったことも選手の背中を押し続けることができた証として嬉しかったそうです。
そして、この失敗を恐れない精神を身に着けるとともに、もうひとつ大切にしていたことが感謝の気持ちだそうです。お礼は言うときに、そこに感謝の気持ちを込めることを大切にしていたと言います。そこには、当たり前のことに感謝の気持ちをもてる人になってほしいという願いがこもっています。1軍監督就任1年目のシーズン最終版、優勝の可能性が無くなり目標を見失っていた選手たちに、ミーティングで「パパやママともっと一緒に生きたい」と願いながら、その願いが叶わなかった小児がんと闘う家族の動画を見せたそうです。そして、「プロ野球の選手になりたいという思いが叶った我々は、今、ファンのためにどうあるべきかを問うたそうです。そこから最終戦までの6連勝が始まり、5位から3位に順位を上げ、クライマックスシリーズに滑り込んだそうです。当時の矢野燿大という人間としての熱い思いが伝わるエピソードだと思いました。
今年はタイガースの大躍進で、報道として華やかな部分が多くクローズアップされていますが、プロの世界にも人を育てるという大きな使命があることを感じ取りました。学校教育も人を育てる大切な場です。子どもへの学ばせ方と重ねて考えるとともに、これまでの教員としての子どもへの思いを振り返る良い機会となりました。
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